
医療安全研修と活動 

 

令和４年度医療安全研修 

テーマ 研修名 開催月 対象者 参加者 

第 1 回医療安全研修会 

医療安全の中の多様性を考える 

～前向き医療安全のすすめ～ 

「マインドフルネスな多様性の認識」 

「前向きな出来事の捉え方」 

（インターネット研修） 

9 月 全体 
682 名 

（99.7％） 

第 2 回医療安全研修会 
患者安全のための職員間のコミュニケーション 

（インターネット研修） 
2 月 全体 

667 名 

（99.６％） 

 
医療クオリティー委員会活動報告会 

（SMT 活動報告） 

2023 年 

３月 
全体 － 

医療安全教育 新採用者オリエンテーション 4 月 新採用者 75 名 

 

医療安全活動 

 

１）院内巡視 

  令和４年度の院内巡視は、継続して救急カートの点検ラウンドを行いました。 

  巡視結果は院内全体にお知らせしました。 

また、実際の使用状況や診療材料の変更をふまえて、救急カートの内容の変更・点検表の改訂を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２）医療安全ニュース 

  「ANZEN」と題した医療安全に関するニュースを、毎月 1回電子カルテの掲示板に提示しています。 

また、職員の皆さんにお知らせしたい事例などが発生した時は、臨時号を随時作成して、事例の紹介や 

改善策の周知に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）医療安全情報 

  日本医療機能評価機構より毎月 1回、医療安全情報が届きます。こちらも電子カルテの掲示板に掲示します

が、その際には当院での類似事例や対策も一緒に掲示するようにしています。 

 

４）SMT（Safety Management Team）活動 

「誤薬予防チーム」「転倒･転落予防チーム」 

「チームステップス推進チーム」の３チーム編成で 

活動しました。 

 

[ 誤薬予防チーム ] 

安全で確実な内服管理が行えることを目的に、 

『内服チャート』を改訂しました。 

内服チャートで、適宜患者さんの状態や状況を評価し 

評価に応じた内服薬の管理方法を決定します。  

 今後は、『内服チャート』の使用が誤薬予防に効果が 

あったか、改訂後の状況を評価していく予定です。 

 

 



[ 転倒･転落予防チーム ] 

患者さんの転倒･転落リスクを評価するツールを 

『転倒･転落アセスメントシート』に変更しました。 

定期的、または患者さんの状態に変化があった時、 

転倒･転落リスク評価を行い、転倒･転落予防に活用 

しています。 

転倒･転落予防チームでは『転倒･転落アセスメント 

シート』を使用したリスク評価の定着と活用に向け 

ポスターなどで啓蒙活動を行いました。 

今後も『転倒・転落アセスメントシート』の使用 

状況を評価し、転倒･転落予防の具体策を検討して 

いく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ チームステップス推進チーム ] 

 院内に『チームステップス』が浸透し、職員みんなが活用できることを目標に活動しました。 

事例を元に、活用できるノンテクニカルスキルの紹介など啓蒙活動を行いました。 

 

 

   

   


